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光触媒とは	 光触媒の原理（従来型）	

我々は銀ナノ粒子(A)、ボロン樹脂(B)、クレイナノ粒子(C)から成る新規な光触媒物質(ABC光触媒)を開発した。このABC光触媒の光吸収領域は可視光から近赤外
域にも及び、屋内でも有効な光触媒・光電変換素子として期待され、また銀ナノ粒子を含有することから暗所での抗菌活性も期待している。本研究では、組成の異
なる３タイプのABC光触媒を用い、組成および培養条件の違いがどのように抗菌活性に影響を及ぼすのか、病原細菌を検定菌として検証を行った。	

実験方法	

◆検定菌	

抗生物質や抗菌素材の抗菌評価でよ
く使用される菌を検定菌とした。	
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Escherichia coli O157:H7	
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ABC光触媒の組成	

Fig.6　photo irradiation	

菌液塗布部に直接光が当たるように
シャーレの蓋が下になるように置く	

実験方法	

◆検定菌	

E.coli O157:H7 （TypeⅡ,500 fold dilution）	
抗菌活性の計算	

R：抗菌活性値	 Us：直後の生残菌数	

R={log(UF-I/Us)-log(TF-I/Us)}=log(UF-I/TF-I)	

TF-I：抗菌加工あり試験片で８時間光照射した後の生残菌数	

UF-I：抗菌加工なし試験片で８時間光照射した後の生残菌数	

※R≧2　の場合に光触媒機能ありと判断される	
（JIS R 1752　規定）	

結果	

要約・考察	

今後の展望	

結果	

①E.coli  O157:H7（dark)	

※O157（分離株）の抗菌試験は福岡県保健環境研究所にて	
　 実施した。	

目的	

◆試験方法	

◆使用フィルム	

抗菌試験法の問題点と改善	

Fig.8 A PET FILM coated with ABC 
photocatalyst using the binder	

illuminance:1000lx	

illuminance:1000lx	 counting bacterial colony	

◆試験方法	

washout	

UV	

フィルム密着法による殺菌試験	

光を照射することにより触媒作用を示す物質であり、
代表として酸化チタン（TiO2）などがあげられる。	

TiO2は様々な工業製品に
用いられている。	


